
　当該路線は高畠町を南北に縦貫し、国道１１３号と国道３９９号を結ぶ幹線道路であり、沿線は高畠町の中心商店街として親し
まれているが、歩道もない道路は幅が狭く、歩行者が安心して買い物や散歩を楽しむことが困難な状況にあった。
　本事業により道路拡幅と歩道整備を行うことで、スムーズで安全な交通の確保を図ると共に、地域との連携を図ることにより
「まほろばの里」にふさわしい街並みの形成と、魅力あるまちづくりを目指し、中心商店街の活性化に寄与するため、中央通り線
343.0ｍ、高畠川西線164.3ｍを整備したものである。
　○延　　長 ：３・４・２号中央通り線　L=343.0m、３・５・１号高畠川西線　L=164.3m
　○幅　　員 ：全幅員16.0～18.0m （車道部9m（２車線）、両側歩道3.5m～4.5m）
　○総事業費：約44億円
　○事業期間：平成9年度～平成17年度（平成18年7月末完成）

　本事業の完成により、広幅員の歩車道整備と電線類の地中化により快適な歩行空間と都市景観が創出された。
　特に、まちづくり景観条例に基づき、地域と一体となった街づくりを進め、近代和風の建物に統一し、落ち着きのある街並みが
形成されたことが高く評価された。
　また、沿線住民の協力による建物のセットバックを併せて行い、快適な街並み空間が形成されたことも評価された。
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